
破
産
者
の
行
為
を
含
ま
な
い
行
為

の
否
認

朝

山

善

成

第

一

破
産
法
第
七

二
条

に
よ
り
規
定
さ
れ
る
否
認
権
の
対
象
は
法
文
上
は
破
産
者
の
行
為
に
限
ら
れ
る
。
他
方
同
法
第
七
五
条
に
よ
れ
ば
、
執
行

々
為
の
否
認
を
認
め
て
お

り
、
執
行

々
為
は
債
務
者
で
あ
る
破
産
者
の
行
為
で
な
く
、
債
権
者
の

一
方
的
行
為
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
執
行

々
為
の
否
認
を
認
め
る
と
い
う
こ
と
は
破
産
者

の
行
為
を

含
ま
な

い
行
為
の
否
認
も
認
め
る
と

い
う
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
右
七
五
条

の
規
定
の
記
載
に
よ
れ
ば
、
否
認
で
き
る
行
為
は
執
行
々
為
と

い
え
ど
も
否
認
す
る
こ
と
を

妨
げ
な

い
と
す
る
の
で
あ

っ
て
、

否
認
で
き
る
か
ど
う
か

の
要
件
は
第
七
二
条
等
に
よ

っ
て

決
ま
り
、

同
法
第

七
五
条
は
確
認
的
規
定
と
考
え
ら
れ
る
。

そ
う
と
す
れ

ば
、
同
法
第
七
二
条
等
に
よ

っ
て

一
般
に
破
産
者
の
行
為
を
含
ま
な
い
行
為
の
否
認
を
予
定
し
て
い
る
と
解
す

べ
き
で
あ
る
か
、
そ
れ
と
も
原
則
は
破
産
者
の
行
為
に
限

る
け
れ
で
も
、
執
行

々
為
に
関
し
て
の
み
は
同
法
第
七
五
条
の
規
定
が
あ
る
関
係
上
例
外
的
に
破
産
者
の
行
為
で
な
く
て
も
否
認
を
認
め
る
趣
旨
と
解
す
べ
き

で
あ
る
か

問
題
で
あ
る
。

第

一185一

 

一
、
通
説
は
否
認
権

の
対
象
は
破
産
者
の
行
為
で
あ
り
、

そ
の
行
為
は
私
法
上

の
行
為
た
る
と
、

公
法
上
の
行
為
た
る
と
、

作
為
た
る
と
、

不
作
為
た
る
と
問
わ
な

い

(兼
子
破
産
法
九
二
頁
、
中
田
破
産
法
和
議
法

一
五
四
、

一
五
九
頁
、
小
野
木
論
叢

三
四
巻

三
五
八
頁
)。

こ
れ
は
破
産
法
第
七
二
条

の
条
文
に
副
う
も

の
で
あ
る
。

不
作
為
に
関
し
大
審
院
判
例
昭
和

一
〇
年
八
月
八
日
付
判
決
民
集

一
四
巻

一
六
九
五
頁
は

一
破
産
法
第
七
二
条
以
下

ノ
規
定

二
依
リ
否
認

セ
ラ

ル
ヘ
キ
行
為

ハ
破
産
債

権
者

二
損
害
ヲ
与
フ
ル
モ
ノ
タ
ル
ヲ
要

ス
ト
錐
其

ノ
行
為
ノ
範
囲

二
付
テ

ハ
何
等

ノ
制
限
ナ
キ
ヲ
以
テ
必
ス
シ
モ
積
極
的
行
為
タ

ル
ヲ
要
セ
ス
不
作
為

モ
亦
債
権
者
ヲ
害

破
産
者
の
行
為
を
含
ま
な
い
行
為
の
否
認



破
産
者
の
行
為
を
含
ま
な
い
行
為
の
否
認

ス
ル
限
リ
否
認

ノ
目
的
ト
ナ
ル
コ
ト
ヲ
得

ル
ヤ
勿
論
ナ
リ
故

二
破
産
者
力
其

ノ
債
務
者

二
対

ス
ル
債
権

二
付
消
滅
時
敷
ノ
進
行

ス
ル
ヲ
知
リ
乍
ラ
破
産
債
権
者
ヲ
害

ス
ル

コ
ト
ヲ
知
リ
テ
債
務
者

二
対

ス
ル
時
数
中
断
ノ
行
為
ヲ
為
サ

ス
遂

二
債
権
ヲ
消
滅

セ
シ
メ
タ

ル
ト
キ

ハ
破
産
管
財
人

ハ
破
産
法
ノ
規
定

ニ
ョ
リ
之
ヲ
否
認
ス
ル
コ
ト
ヲ
得

ヘ
キ

コ
ト
明
ラ
カ
ナ
リ
L
と
し
て
い
る
。

二
、
破
産
法
第
七
二
条

一
号
の
否
認
に
関
し
て
本
旨
弁
済
を
詐
害
行
為
に
該
当
す
る
と
す
る
の
が
判
例
の
伝
統
的
解
釈
で
あ
る
。
即
ち

大
審
院
昭
和

八
年

一
二
月
二
八
日
付
判
決
民
集

一
二
巻
三
〇
四
三
頁
は

「
支
払
停
止
ノ
前
後

ヲ
問
ワ
ス
他

ノ
債
権
者
ヲ
犠
牲

二
供
シ
特

ドニ

債
権
者

ノ
ミ

ニ
利
益
ヲ
与

フ
ル
ノ
意
思
ヲ
以
テ
弁
済
ヲ
ナ
シ
受
益
者

モ
亦
此
事
実
ヲ
知
リ
タ

ル
場
合

ニ
ハ
第

一
号

ニ
テ
否
認
ス
ル
コ
ト
ヲ
得

ル
」
と
す
る

(同
旨
大
審
院
昭
和
七
年

一
二
月

二

一
日

付
判
決
民
集

=

巻

二
二
六
六
頁
、
最
高
裁
昭
和
四
二
年

五
月

二
日
付
判
決
民
集

二

一
巻
四
号
八
五
九
頁
等
)
。

そ
し
て
学
説
は
こ
れ
に
賛
成
す
る
説

(加
藤
要
論

一
五
六
頁
、
井
上

一
五
五
頁
等
)
と
こ
れ
に
反
対
す
る
説

(兼
子
前
掲
九
五
頁
、
中

田
前
掲

一
五
八
頁
)
の
あ
る
こ

と
は
衆
知
の
と
お
り
で
あ
る
が
、
現
在

で
は
賛
成
説
が
通
説
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。

三
、
而
し
て
執
行
々
為
に
対
す
る

一
号
否
認
に
つ
い
て
前
記
大
審
院
昭
和
八
年

一
二
月

二
八
日
付
判
決
は
、

噛
第
七
五
条

二
所
謂
強
制
執
行

二
基
キ
第
七

二
条
第

一
号

二

当

ル
弁
済
ヲ
為

シ
タ

ル
モ
ノ
ト
認
メ
ラ

ル
ヘ
キ
場
合

ハ
或

ハ
破
産
者
力
第
七

二
条
第

一
号
所
定

ノ
悪
意

ヲ
以
テ
故
意

二
第
七
五
条

ノ
強
制
執
行
ヲ
招
致

シ
タ
ル
カ
或

ハ
若

シ
破
産
者
力
自
ラ
其
ノ
弁
済
ヲ
為
シ
タ

ル
モ
ノ
ト
セ

ハ
前
記
ノ
如
キ
悪
意
ヲ
以
テ
之

ヲ
為

シ
タ

ル
モ
ノ
ト
認
メ
ラ
ル
可
キ
状
況

二
在

ル
コ
ト
ヲ
要

ス
ル
モ
ノ
ト
解

ス
ヘ
キ

モ
ノ
ト
ス
・…
:
・:
破
産
銀
行

ハ
其

ノ

(裁
判
上
の
)
和
解
契
約

ノ
当
初

ヨ
リ
他
ノ
債
権
者
ヲ
害
シ
上
告
人

ノ
ミ
ニ
利
益
ヲ
与

フ
ル
意
思
ヲ
以
テ
故
意

二
本
件
強
制
執
行
ヲ

招
致

シ
上
告
人

モ
此
ノ
事
情
ヲ
知
悉
セ
ル
モ
ノ
ト
認
メ
…
…
」
破
産
法
第
七
二
条
第

一
号
第
七
五
条
を
適
用
し
た
る
原
判
決

に
違
法
は
な
い
と
す
る
。
ま
た
最
高
裁
昭
和

三
七
年

一
二
月
六
日
付
判
決
民
集

一
六
巻

一
二
号

二
三

=
二
頁
は
、
破
産
者
が
強
制
執
行
を
受
け
る
に

つ
い
て
害
意
あ
る
加
功
を
な
し
た
場
合
、
執
行

々
為
に
基
づ
く
破

産
者

の
弁
済
は
第
七
二
条

一
号
に
よ

っ
て
否
認
で
き
る
旨
判
示
し
て
い
る
。

四
、
破
産
法
第
七
二
条

二
号
に
よ
る
否
認
に
関
し

て
債
権
者
の
執
行
々
為
を
債
務
消
滅
行
為
に

該
当
す
る
と

解
す
る
の
が
通
説

で
あ
る

(中
田
前
掲

一
六

二
、

一
六
六

頁
)
。

し
か
し
執
行

々
為
は
債
務
者

(破
産
者
)

の
行
為
で
は
な
い
か
ら
、
否
認
権
の
対
象
を
破
産
者

の
行
為
に
限
る
と
す
る
前
記
通
説
と
右
解
釈
が
矛
盾
す
る
こ
と
は

否
定
で
き
な
い
。

そ
こ
で
栂
善
夫
演
習
破
産
法

三
九
六
頁
は
、
執
行
々
為
ま
で

「
破
産
者
の
行
為
な
け
れ
ば
否
認
な
し
」
と
の
立
場
を
貫
く
の
は
妥
当
で
な
い
と
し
、
第
七
二
条
第

一
号
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に
よ
る
故
意
否
認
で
あ
れ
ば
破
産
者

の
通
謀
加
功
を
要
す
る
の
は
当
然

で
あ
る
が
、
第

二
号
の
危
機
否
認
の

場
合
に
は
、
破
産
者

の

現
実
の

行
為
に

限
る
べ
き
で
は
な

く
、
結
果
的
に
破
産
者

の
行
為
と
同

一
視
し
う
る
場
合
も
含
む
と
解
す

べ
き
で
あ
る
、
と
す
る
。

こ
の
点
に
関
し
、
大
審
院
昭
和

一
七
年
二
月
二

一
日
付
判
決
例
評
論

三

一
巻
諸
法
三
四
六
頁
は

「
否
認
権

ノ
対
象
タ
リ
得

ヘ
キ
行
為

ハ
単

二
破
産
者

ノ
行
為
ノ
ミ

ニ
限

局

セ
ラ
ル
ヘ
キ

モ
ノ
ニ
非
ス
シ
テ
汎

ソ
破
産
債
権
者

二
於
テ
破
産

ノ
申
立
又

ハ
支
払
停
止
ア
リ
タ

ル
コ
ト
ヲ
知
リ
乍

ラ
敢
行

セ
ル
執
行

々
為
ト
錐
之
力
為

一
般
破
産
債
権

者
ヲ
害

ス
ル
限
リ
侃

ホ
右
執
行

々
為
ヲ
否
認

シ
得

ヘ
キ

ハ
破
産
法
第
七

二
条
第

二
号

二
依
リ
明
白
ナ
リ
」
と
し
て
、
支
払
停

止
後
そ
の
事
実
を
知
り
乍
ら
な
さ
れ
た
差
押

転
付
命
令

の
否
認
を
認
め
た
。

ま
た
大
阪
高
裁
昭
和
四
四
年
九
月

=
ハ
日
付
判
決
判
例
時
報
五
九
六
号
五
二
頁
は
、

「
破
産
法
第
七
二
条
に
い
わ
ゆ
る
破
産
者

の
な
し
た
行
為
と
あ
る
は
、
こ
れ
を
同

法
第
七
五
条
と
関
連
し
て
考
察
す
る
と
き
は
破
産
者
の
現
実
的
行
為
に
限
定
す

べ
き
も

の
で
は
な
く
、

こ
れ
と
同

一
視
す

べ
き
場
合
を
含
む
と
解
せ
ざ
る
を
得
な
い
。
何

と
な
れ
ば
右
七
五
条
に
い
わ
ゆ
る
執
行

々
為
に
基
づ
く
場
合

に
は
む
し
ろ
破
産
者
の
意
思
に
関
せ
ざ
る
の
を
通
例
と
す
る
に
拘
ら
ず
、
同
条
が
な
お
こ
れ
を
否
認
権
行
使

の
対
象
と
な
し
得
る
も

の
と
し
な
が
ら
、
こ
れ
に
控
訴
人
所
論
の
如
き
破
産
者

の
意
思
の
関
与
を
要
件
と
し
て
い
な
い
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
て
如
何
な
る
場
合
を
右
破

産
者

の
行
為
と
同

一
視
し
得

べ
き
場
合
と
み
る
か
は
破
産
法
第

七
二
条
各
号

に
よ
り
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
も
の
と
い
う
べ
く
、
同
条
第
二
号
は
破
産
者
の
行
為
が
客
観
的
に

総
債
権
者
の
平
等
弁
済
を
害
す
る
場
合
に
破
産
者
の
意
思
に
関
せ
ず

一
律
に
否
認
す
る
こ
と
を
得
せ
し
め
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
か
ら
、
強
制
執
行
に
よ

っ
て
私
法
上
の

弁
済
な
る
効
果
を
生
じ
た
場
合

は
こ
こ
に
同
号
に
い
わ
ゆ
る
債
権
消
滅

に
関
す

る
行
為
あ
り
た
る
も

の
と
し

て
、
こ
れ
に
つ
い
て
何
ら
破
産
者
の
通
謀
加
功
そ
の
他
の
事

由
を
必
要
と
せ
ず
否
認
し
う
る
も
の
と
い
う
べ
き

で
あ
る
」
と
し
た
。

さ
ら
に
最
高
裁
昭
和
四
八
年

一
二
月
二

一
日
付
判
決
判
例
時
報
七
三
三
号
五
二
頁
は
、

「
破
産
法
第
七
二
条

二
号
の
債
務
消
滅
に
関
す
る
行
為
と
は
、
破
産
者
の
意
思

に
基
づ
く
行
為
の
み
に
限
ら
ず
、
債
権
者
が
同
法
七
五
条
の
強
制
執
行
と
し
て
し
た
行
為
で
あ

っ
て
破
産
者

の
財
産
を
も

っ
て
債
務
を
消
滅
さ
せ
る
効
果
を
生
ぜ
し
め
る

場
合
も
含
む

(
同
旨
最
昭
和

三
八
年
㈹
第
九

一
六
号
同

三
九
年
七
月

二
九
日

第

二
小
法
廷
判
決
裁
判
書
民
事
七
四
号
七
七
頁
参
照
)
。

こ
の
場
合
破
産
者
が
強
制
執
行
を

受
け
る
に

つ
い
て
害
意
あ
る
加
功
を
し
た
こ
と
を
必
要
と
し
な

い
と
解
す
る
を
相
当
と
す
る
」
と
判
示
し
た
。

(同
旨
大
阪
高
裁
昭
和
四
八
年

一
〇
月

=
二
日
判
決
判
例

時
報
七
三
六
号
五
二
頁
、
名
古
屋
高
裁
昭
和

三
七
年
五
月

二
八
日
付
判
決
民
集

一
三
巻
五
号

一
〇
七
頁
等
)

五
、
中
田
正
雄
民
商
法
雑
誌
三
巻

三

一
〇
頁
以
下
は
、

「
破
産
法
第
七
五
条
は
独
立
の
否
認
原
因
を
定
め
た
も
の
で
は
な
い
。
同
法
第
七
二
条

一
号
は
否
認
の
根
拠
を
破

破
産
者
の
行
為
を
含
ま
な
い
行
為
の
否
認
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破
産
者
の
行
為
を
含
ま
な
い
行
為
の
否
認

産
者
の
詐
害
意
思
即
主
観
主
義
に
之
を
置
く
も

の
で
あ
る
か
ら
、
破
産
者
の
毫
も
通
謀
加
功
な
き
債
権
者

の

一
方
的
執
行
々
為
は
破
産
者
の
悪
意
を
認
む
余
地
な
き
を
以

て
破
産
法
第
七
五
条

の
規
定
に
拘
ら
ず
之
を
否
認
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

こ
れ
に
対
し
、
第
七

二
条

二
号
乃
至
四
号

の
場
合
に
お
い
て
は
、
否
認
根
拠
を
危
殆
行
為

の

客
観
的
行
為
即
客
観
主
義
に
之
を
置
く
も
の
で
あ
る
か
ら
、
執
行
々
為
に
限
ら
ず
、
第

三
者
の
行
為
で
あ

っ
て
も
否
認
権
の
目
的
と
な
り
う
る
。
そ
の
意
味
で
第
七
五
条

は
単
に
注
意
的
規
定

で
あ
る
と
解
す
る
。
破
産
法
第
七
二
条

二
号
の

「
其

ノ
他
破
産
債
権
者
ヲ
害

ス
ル
行
為
」
を
冒
頭
の

「
破
産
者
力
」
と
い
う
主
格
と
切
り
離
し
て
解

釈
す
る
。
斯
く
解
す
る
と
き
は
純
然
た
る
第
三
者
の
行
為
で
あ

っ
て
も
否
認
の
目
的
と
な
り
う
る
。
L
と
説
く
。

六
、
右
五
項

の
説
に
よ
れ
ば
執
行
々
為
に
限
ら
ず
、
破
破
債
権
者
を
害
す
る
行
為
は
破
産
者

の
行
為

で
あ
る
と
、
そ
れ
以
外
の
者

の
行
為

で
あ
る
と
を
問
わ
ず
、
否
認
の

対
象
と
す
る
も

の
で
あ
る
が
、
執
行
々
為
以
外
で
、
破
産
者
の
行
為
で
な
い
も

の
の
否
認
に
つ
い
て
判
例
は
、

ω
〈
相
殺
V

大
審
院
昭
和
九
年

一
月

二
六
日
付
判
決
民
集

=
二
巻

一
号
七
四
頁
は
、

「
破
産
法
第
七
二
条

ハ
其

ノ
首
尾

ヲ
通
シ
破
産
者
力
云
々
ノ
文
字

ヲ
置
ケ

ル
モ
這

ハ
普
通
ノ
場

合

二
付
立
言

シ
タ
ル
ニ
止

マ
リ
其
ノ
文
字

二
必

ス
シ
モ
拘

ワ
ラ
サ

ル
ヲ
要
ス
故

二
例

エ
ハ
強
制
執
行

二
因

ル
弁
済
受
領

ハ
同
条
第

二
号

二
依
リ
否
認
ス
ル
ヲ
得

ヘ
シ
然
ラ

ハ
此
理

ハ
之
ヲ
相
殺

ノ
場
合

二
推
及
ホ
シ
其
ノ
意
思
表
示
力
相
手
方

二
出
テ
タ

ル
ト
錐
其
ノ
破
産
者

二
出
テ
タ

ル
ト
同
視
シ
…
…
」
破
産
法
七

二
条
四
号

の
債
務
消
滅
の

方
法
が
債
務
者

の
義
務

に
属
せ
ざ
る
異
形
償
却
と
し
て
否
認
で
き
る
旨
判
示
し
、
同
じ
く
大
審
院
昭
和

一
〇
年

三
月
八
日
付
判
決
民
集

一
四
巻
三
号

二
七
〇
頁
も

「
破
産

法
七
二
条

二
所
謂
債
務
消
滅

二
関

ス
ル
行
為
ト

ハ
破
産
者
ノ
意
思

二
基
ク
行
為
ノ
ミ

ニ
限

ル
モ
ノ
ニ
非
ス
破
産
者
ノ
債
権
者
力
強
制
執
行

ソ
ノ
他

ノ
権
利
行
使
ト
シ
テ
為

シ
タ
ル
行
為
ノ
ミ
ニ
因
リ
何
等
破
産
者
ノ
行
為
ナ
ク
シ
テ
其

ノ
財
産

ヲ
モ
ツ
テ
其
ノ
債
務
ヲ
消
滅
セ
シ
ム
ル
数
果

ヲ
生
ジ
タ
場
合
ト
錐
右
各
規
定

二
所
謂
債
務
消
滅

二
関

ス
ル
行
為
存

ス
ル
モ
ノ
ト
為
ス
ヲ
妨
ケ

ス
」
と
し
、
銀
行
が
手
形
債
権

に
つ
き
定
期
預
金
等
の
元
利
金
で
も

っ
て
弁
済
充
当
し
た
行
為

(実
質
は
相
殺
)
を

「
原
判
決

力

破
産
者

ノ
意
思

二
基
ク
行
為
ノ
不
存
在
ヲ
理
由
ト
シ
テ
本
訴
請
求
ヲ
棄
却
シ
タ

ル
ハ
破
産
法
ノ
規
定
ノ
解
釈

ヲ
誤
リ
タ
ル
違
法
ア
リ
」
と
し
た
。

こ
れ
に
対
し
最
高
裁
昭
和
四
〇
年
四
月

二
二
日
付
判
決
判
例
時
報
四

一
〇
号

二
三
頁
は

「
し
か
し
な
が
ら
破
産
法
が
否
認
権
と
別
個
に
相
殺
権
を
規
定
し
、
破
産
手
続

に
よ
ら
な
い
で
こ
れ
を
行
使
す
る
こ
と
を
許
容
し
た
の
は
破
産
開
始
前
既
に
相
殺
が
許
さ
れ
て
い
る
場
合
は
、
破
産
宣
告
が
あ

っ
て
も
破
産
債
権
者
は
何
等

こ
れ
に
よ

っ

て
妨
げ
ら
れ
る
こ
と
な
く
当
然
の
権
利
と
し
て
相
殺
を
な
し
得
る
も
の
と
認
め
た
に
よ
る
。
け
だ
し
破
産
債
権
者
は
自
己
の
関
与
せ
ざ
る
相
手
方
の
破
産
と

い
う
事
実
に

よ

っ
て
、
本
来
有
す
る
相
殺
権
が
影
響
を
受
く
べ
き
理
由
は
な

い
か
ら

で
あ
る
。
た
だ
こ
の
権
利
が
破
産

に
際
し
て
乱
用
さ
れ
る
弊
害
を
慮

っ
て
、
破
産
法
第

一
〇
四
号
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は
例
外
的
に
制
限
を
規
定
し
た
に
止
る
の
で
あ
る
。
従

っ
て
破
産
債
権
者
の
相
殺
権

の
行
使
は
右
法
条
の
制
限
に
服
す
る
の
み
で
あ

っ
て
、
同
法
第
七

二
条
各
号
の
否
認

権
の
対
象
と
な
る
こ
と
は
な
い
も
の
と
解
す
べ
き
で
あ
る
。」
と
し
た

(同
旨
最
高
裁
昭
和
四

一
年
四
月
八
日
付
判
決
民
集

二
〇
巻
四
号
五

二
九
頁
)
。

②
〈
代
物
弁
済
予
約
完
結
V

最
高
裁
昭
和
四
三
年

=

月

一
五
日
付
判
決
民
集

二
二
巻

一
二
号

二
六

二
九
頁
は

旧
債
務

の
弁
済
期
が
未
到
来
の
た
め
債
権
者
が
代
物
弁
済

一
方
の
予
約
に
基
づ
く
予

約
完
結
権
を
行
使
で
き
な
い
問
に
債
務
者
に
破
産

の
申
立
が
な
さ
れ
た
こ
と
を
知

っ
て
、
債
務
者
と
債
権
者
が
相
通
じ
、
債
務
者
は
期
限
の
利
益
を
放
棄
し
、
債
権
者
が

右
予
約
完
結
権
を
行
使

で
き
る
よ
う
に
し
て
そ
の
行
使
を
誘
致
し
、
債
権
者
は
債
務
者
に
対
し

一
方
的
予
約
完
結
の
意
思
表
示
を
な
し
、
代
物
弁
済

の
効
力
を
生
ぜ
し
め

た
場
合
、
破
産
管
財
人
は
債
権
者
の
右
予
約
完
結

の
行
為
を
破
産
法
第
七
二
条
二
号
に
よ
り
否
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
」
と
し
た
。

㈲
〈
対
抗
要
件
と
し
て
の
第

三
債
務
者
の
債
権
譲
渡
承
諾
V

最
高
裁
昭
和
四
〇
年

三
月
九
日
付
判
決
民
集

一
九
巻

二
号
三
五
三
頁
は

「
対
抗
要
件
充
足
行
為
も
元
来
破
産
法
第
七
二
条

の
規
定
に
よ
る
否
認
の
対
象
と
な
り
う
べ
き

行
為
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
が
、

そ
の
特
殊
の
性
質
に
か
ん
が
み
破
産
法
は
同
法
第
七
二
条
の
特
則
と
し
て
対
抗
要
件

の
否
認
に
関
し
、
特

に
同
法
第
七
四
条

の
規
定
を
設

け
た
も
の
と
解
す
る
の
が
相
当
で
あ
る
。
し
た
が

っ
て
同
条
に
よ
り
否
認
し
う
る
対
抗
要
件
充
足
行
為
も
破
産
者
の
行
為
、
ま
た
は
こ
れ
と
同
視
す

べ
き
も

の
に
限
り
、

破
産
者
が
そ
の
債
権
を
譲
渡
し
た
場
合

に
お
け
る
当
該
債
務
者
の
承
諾
は
同
条
に
よ
る
否
認
の
対
象
と
は
な
ら
な
い
も
の
と
い
う
べ
き

で
あ
る
」

と
し
た
。
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第

一
、
否
認
権

の
対
象
を
破
産
者
の
行
為
に
限
る
と
い
う
原
則
は
否
認
権
の
要
件
を
明
確
に
す
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
法
的
安
定
性
に
益
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
明
ら
か
で

あ
る
。
こ
の
原
則
を
貫
く
な
ら
、
執
行

々
為
が
破
産
法
第
七
二
条

二
号
の
債
務
消
滅
行
為
に
該
当
す
る
の
は
、
破
産
者
の
通
謀
加
功
に
よ

っ
て
執
行

々
為
が
な
さ
れ
た
場

合
に
限
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。

し
か
し
他
方
破
産
債
権
者

に
対
す
る
公
平
な
弁
済
と

い
う
破
産
制
度
の
最
も
重
要
な
目
的
か
ら
す
れ
ば
、
所
謂
危
殆
状
態
に
お
い
て

一
部
債
権
者

の
抜
け
駆
け
的
行
為

に
よ
る
利
得
を
防
止
す
る
必
要
が
あ
る
。
そ
こ
で
破
産
法
第
七
五
条
を
創
設
的
と

解
す
る
こ
と
に
よ

っ
て

執
行

々
為
に

つ
い
て
の
み
は
破
産
者
の
行
為
と
関
係
の
な
い

破
産
者
の
行
為
を
含
ま
な
い
行
為
の
否
認



破
産
者
の
行
為
を
含
ま
な
い
行
為
の
否
認

(
通
謀
加
功
等
の
な
い
)
執
行
々
為
の
否
認
も
可
能
と
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
前
掲
大
阪
高
裁
昭
和
四
四
年

の
判
例
は
か
か
る
趣
旨
を
含
む
も
の
と
も
理
解
で
き
る
。

し
か
し
抜
け
駆
け
的
行
為
を
防
止
す
る
必
要
性
は
執
行
々
為
に
限
ら
な

い
。
そ
れ
ゆ
え
執
行
々
為
の
み
を
破
産
者
の
行
為

に
限
る
と
い
う
原
則
か
ら
外
す
の
み
で
は
狭

き
に
失
す
る
の
み
な
ら
ず
、
執
行
々
為
の
み
を
外
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
実
質
的
理
由
も
な
い
。
そ
れ
ゆ
え
執
行
々
為
を
含
め
て
債
務
消
滅
行
為
は
全
て
破
産
者

の
行
為
に
限
ら
な
い
と
解
す
る
必
要
が
あ
る
。
即
ち
破
産
財
団
を
構
成
す

べ
き
財
産
を
も

っ
て
な
さ
れ
、
実
質
的
に
弁
済
と
同

一
の
効
果
を
生
ず
る
行
為
は
破
産
者
の
行

為
に
限
ら
ず
否
認
で
き
る
と
解
す
べ
き

で
あ
る
。
か
く
解
す
る
こ
と
は
破
産
法
第
七
二
条
二
号

の
条
文
の
表
現
と
は

一
致
し
な
い
け
れ
ど
も
、
同
法
第
七
五
条
が
破
産
者

の
行
為
に
よ
ら
な
い
行
為
の
否
認
を
予
定
し
て
い
る
こ
と
、
第
七
二
条

二
号
に
お

い
て
同
行
為

の
否
認
の
必
要
性
の
あ
る
こ
と
か
ら
し
て
、
合
理
性

の
あ
る
も

の
と
解
せ

ら
れ
る
。

二
、
右
述
の
と
お
り
破
産
法
七
二
条

二
号

の
債
務
消
滅
行
為
に
つ
い
て
、
前
記
最
高
裁
昭
和
四
八
年
の
判
例
等
は
執
行
々
為
が
こ
れ
に
該
当
す
る
こ
と
を
認
め
、
右
行
為

が
必
づ
し
も
破
産
者
の
行
為

に
限
ら
な
い
旨
を
判
示
し
た
。
こ
れ
ら
の
判
例
は
破
産
法
七
五
条

の
規
定
を
確
認
的
と
解
す
る
の
か
、
創
設
的
と
解
す
る
の
か
、
は
は

っ
き

り
し
な

い
が
、
右
規
定

の
存
在
を
根
拠
に
結
論
的
に
執
行
々
為
の
否
認
を
認
め
る
の
で
あ
る
。
否
認
権
の
対
象
を
破
産
者
の
行
為
に
限
る
と
い
う
原
則
を
前
提
と
す
る
な

ら
ば
、

二
号
否
認
の
場
合
も
破
産
者
の
通
謀
加
功
を
要
件
と
す
る
中
間
的
解
釈
も
あ

っ
て
よ
い
と
理
論
的
に
考
え
ら
れ
る
こ
と
前
述
の
と
お
り
で
あ
る
が
、
右
判
例
は
右

の
要
件
を
不
要
と
す
る
結
論
に

一
気
に
到
達
し
て
い
る
。

三
、
し
か
し
執
行
々
為
以
外

の
行
為
で
あ
る
相
殺
に

つ
い
て
は
、
前
記
昭
和
四
〇
年

の
最
高
裁
判
例
は
破
産
法
第

一
〇
四
条

の
制
限
に
服
す
る
の
み
で
、
否
認
権
の
対
象

た
り
え
な
い
と
す
る
。
昭
和
四
二
年
に
破
産
法
第

一
〇
四
条

二
号
が
追
加
さ
れ
、
相
殺
の
規
定
が
整
備
さ
れ
た
現
在

で
は
、
相
殺
関
係
は
同

一
〇
四
条
で
規
律
す
れ
ば
充

分
と
も
考
え
ら
れ
る
。
確
か
に
相
殺
制
限
規
定
に
よ

っ
て
否
認
の
対
象
と
す
べ
き
必
要
性
の
あ
る
相
殺
は
少
な
く
な

っ
た
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
が
、
理
論
上
破
産
法
第

一

〇
四
条

の
規
定
に
拘
ら
ず
、
否
認
権

の
対
象
と
し
て
問
題
と
な
り
う
る
相
殺
も
存
在
す
る
。
例
え
ば
破
産
宣
告
の

一
年
前
の
原
因
に
よ
り
負
担
し
た
債
務

に
つ
き
、
破
産

債
権
者
が
破
産
宣
告
の

一
年
前
ま
で
に
相
殺
し
た
場
合
等
で
あ
る
。
即
ち
破
産
法
第

一
〇
四
条
二
号
に
よ
れ
ば
、
支
払
停
止
を
知

っ
て
破
産
債
権
者
が
破
産
者
に
対
し
て

債
務
を
負
担
し
た
場
合

で
も
、
そ
の
債
務
負
担
が
破
産
宣
告
よ
り

↓
年
前

の
原
因
に
よ
る
場
合

に
は
相
殺
は
許
さ
れ
る
。
他
方
同
法
第
八
四
条
は
破
産
宣
告
の

一
年
前

に

為
し
た
る
行
為
は
支
払
停
止
を
知

っ
て
い
た
こ
と
を
理
由
に
否
認
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
す
る
。
そ
れ
ゆ
え
破
産
宣
告
よ
り

一
年
前
の
原
因
に
よ
り
負
担
し
た
債
務
に

つ
き
破
産
債
権
者
が
破
産
宣
告
の

一
年
前
ま
で
の
間
に
為
し
た
相
殺
は
有
効
で
あ
る
が
、
否
認
の
対
象
と
し
て
考
え
る
余
地
が
あ
る
の
で
あ
る
。
否
認
権
と
相
殺
制
限
と
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は
い
ず
れ
も
破
産
財
団
の
保
全
を
目
的
と
す
る
が
、
云
う
ま
で
も
な
く
両
者
は
夫

々
別
の
要
件
に
よ

っ
て
規
律
さ
れ
る
の
で
あ

っ
て
、
相
殺
の
規
定
が
否
認
権
行
使
を
制

限
す
る
も
の
で
は
な

い
と
解
す
べ
き

で
あ
る

(同
旨
条
解
会
社
厚
生
法
中
巻

二
八
頁
)。

四
、
次

に
代
物
弁
済
予
約
完
結
に
つ
い
て
、
前
記
昭
和
四

三
年
最
高
裁
判
例
は

二
号
否
認
を
認
め
る
。

こ
れ
は
債
権
者
と
債
務
者
と
が
相
通
じ
、
債
務
者
が
期
限
の
利
益

を
放
棄
し
、
債
権
者

の
予
約
完
結
権
行
使
を
誘
致
し
た
事
実
が
背
景
に
あ
る
の
で
あ
る
が
、
か
か
る
事
実
が
存
在
し
な
く
て
も
、
例
え
ば
支
払
停
止
前

に
不
動
産
を
目
的

と
す
る
代
物
弁
済
予
約
を
な
し
、
仮
登
記
の
な
さ
れ
な
い
間
に
債
務
者
が
支
払
停
止
と
な
り
、
債
権
者
が
支
払
停
止
の
事
実
を
知

っ
て
予
約
完
結
権
を
行
使
し
、
そ
の
後

一
五
日
以
内

に
債
務
者
が
協
力
し

て
所
有
権
移
転
本
登
記
を
な
し
た
場
合
を
想
定
す
る
と
、
右
本
登
記
は
破
産
法
第
七
四
条
の
要
件
を
欠
く
の
で
右
本
登
記
の
否
認
は
認

め
ら
れ
な

い
の
で
あ
り
、
右
予
約
完
結
行
為
の
否
認
を
認
あ
る
必
要
が
あ
る
。

こ
れ
は
破
産
法
第
七
四
条

一
項
但
書

で
仮
登
記
権
利
者
を
優
位
に
扱
う
趣
旨
の
反
対
解
釈

か
ら
も
認
め
ら
れ
る

べ
き
結
論
で
あ
る
。

五
、
右
の
よ
う
に
破
産
法
第
七
二
条
二
号
の
債
務
消
滅
に
関
す
る
行
為
に
破
産
者
の
行
為
を
含
ま
な
い
場
合
も
含
む
と
す
る
解
釈
は
同

二
号
の
そ
の
他
破
産
債
権
者
を
害

す
る
行
為

に
も
共
通
す
る
も
の
と
解
す

べ
き
で
あ
る
。
け
だ
し
破
産
債
権
者
に
対
す
る
公
平
な
弁
済
、
危
殆
状
態
に
お
け
る
破
産
財
団

の
保
全
と
い
う
破
産
制
度
の
理
念

か
ら
す
れ
ば
、
両
者
を
区
別
す
る
実
質
的
理
由
が
な

い
か
ら

で
あ
る

(前
掲
中
田
正
雄
は
こ
の
結
論
を
認
め
る
)
。

例
え
ば
仮
登
記
仮
処
分
執
行
に
よ

っ
て
仮
登
記
が
な

さ
れ
た
場
合
、
或
い
は
確
定
判
決
に
よ
る
執
行
々
為
に
よ
り
本
登
記
が
な
さ
れ
た
場
合
で
も
、
破
産
法
箏
七
四
条
の
要
件
を
満
た
す
限
り
対
抗
要
件
の
否
認
は
認
め
ら
れ

る
べ
き
で
あ
る
。
そ
う
と
す
れ
ば
対
抗
要
件
と
し
て
の
第
三
債
務
者
の
債
権
譲
渡
承
諾
に

つ
い
て
、
前
記
昭
和
四
〇
年
の
最
高
裁
判
例
は
破
産
者
の
行
為
で
な
い
こ
と
を

理
由
に
否
認
を
認
め
な
い
け
れ
で
も
、
破
産
財
団

の
保
全
と
い
う
理
念
か
ら
す
れ
ば
、
破
産

者

(債
権
者
)

の
譲
渡
通
知
と
同
様

に
否
認
の
対
象
と
な
る
と
解
す

べ
き
で

あ
る
。
そ
う
で
な
け
れ
ば
脱
法
の
危
険
性
が
あ
る
か
ら

で
あ
る
。

六
、
然
ら
ば
破
産
財
団
に
帰
属
す

べ
き
債
権

の
消
滅
時
効
、
或

い
は
同
じ
く
破
産
財
団
に
帰
属
す

べ
き
財
産

に
対
す
る
取
得
時
効

の
完
成

の
よ
う
な
客
観
的
事
実

で
、
受

益
者
の
行
為
す
ら
含
ま
な
い
法
律
要
件

に
よ
る
法
律
効
果
に
対
す
る
否
認
は
可
能
で
あ
ろ
う
か
。

前
述
の
と
お
り
通
説
判
例
は
時
効
中
断
を
し
な
か

っ
た
不
作
為
を
破
産
者

の
行
為
と
構
成
す
る
が
、
右
述
の
よ
う
に
破
産
法
第
七
二
条

二
号

の
破
産
債
権
者
を
害
す
る

行
為
を
破
産
者
の
行
為
に
限
ら
な
い
と
す
る
解
釈
を
さ
ら
に
す
す
め
て
、
破
産
債
権
者
を
害
す
る
効
果
を
生
じ
る
も
の
と
解
す
る
な
ら
ば
、
支
払
停
止
後
に
お
い
て
は
時

効
完
成
と

い
う
事
実

に
基
く
法
律
効
果
そ
れ
自
体
を
否
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
解
せ
ら
れ

る
。
け
だ
し
否
認
権
を
単
な
る
取
消
権

で
は
な
く
法
律
効
果
の
否
定
で
あ
る

破
産
者
の
行
為
を
含
ま
な
い
行
為
の
否
認
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破
産
者
の
行
為
を
含
ま
な
い
行
為
の
否
認

と
解
す
る
の
が
通
説
で
あ
り

(中
田
前
掲

一
五
九
頁
)
、

こ
れ
に
よ
れ
ば
、

客
観
的
事
実
に
基
づ
く
法
律
効
果

の
否
認
も
可
能
と
解
せ
ら
れ
る
。

し
か
し
な
が
ら
他
方
破
産
法
第
七
二
条

二
号
但
書
に
お
い
て
、
受
益
者
が
支
払
停
止
等
の
事
実
を
知

っ
て
い
た
と
い
う
悪
意
を
否
認
の
要
件
と
す
る
が
、
こ
れ
は
受
益

者
が
抜
け
駆
け
的
に
利
得
す
る
の
を
防
止
す
る
た
め
で
あ
る
。
そ
う
と
す
れ
ば
、
同

二
号
の
債
務
消
滅
に
関
す
る
行
為
、
或
い
は
破
産
債
権
者
を
害
す
る
行
為
は
受
益
者

の
主
観
と
牽
連
性
の
あ
る
も

の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と

思
わ
れ
る
。

受
益
者

の
悪
意
と
法
律
効
果

の
原
因
事
実
と
の
間

に
厳
密
な
意
味

の
因
果
関
係
は
必
要

で
な
い

が
、
右
事
実
に
つ
い
て
受
益
者
の
加
功
が
あ
る
こ
と
が
必
要
と
解
す
べ
き
で
あ
る
。

そ
こ
で
右
時
効
完
成
と
い
う
客
観
的
事
実

に
基
づ
く
法
律
効
果
は
受
益
者
の
内
心
の

意
思
と
は
関
係
が
な
い
の
は
勿
論
で
あ
る
か
ら
、
通
常
は
時
効
完
成
に
よ
る
法
律
効
果
に

つ
い
て
の
二
号
否
認
は
認
あ
ら
れ
な
い
と
解
せ
ら
れ
る
が
、
受
益
が
主
観
的
に

時
効
完
成
を
目
ざ
し
て
画
策
加
功
し
た
場
合

に
は
否
認
対
象
と
な
る
と
解
す

べ
き
で
あ
る
。
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